
編集後記

今年度も 無事に 三 重大学工 学部 ･ 工 学研 究科技術部技術発 表会 の 開催 な ら び に 技術 報告

集 の 発 行 を行う 事が 出 来ま した ｡ 名 古屋 工 業大 学 と静岡大 学 か ら各 1 件 ､ 学内で は 生 物資

源学研 究科 ､
生 物資源 学部お よ び ､

生命 科学研究支援セ ン タ
ー

か ら各 1 件 を含 め 計 1 2 件 の

発 表 が あり ま した ｡ ま た ､ 技術報告集 に は こ れ ら の 技術発 表 以外 に 東海 ･ 北陸地 区 の 技 術

職員合 同研 修 ､
他 大 学 の 技術発 表会等 - の 参加 報告 ､ 技 術講習会 の 開催 な ら び に O J T の 実

施報告 な ど ､ こ の 1 年 の 技術 部お よ び 技術職員 の 活 動も 記録 され て お り ま す ｡

大学 と し て も 本年度は 認 証 評価が あり ､ 来年度 は 法人 評価 が控 えて お り ま す ｡ ま た 技術

職員個人 と して も様 々 な 評価 が 実施 され て い る 中 で ､ 技術発 表会 の 全 学 と し て の 開 催 の 動

き が始 まる な ど ､ 技術 発 表会な らび に 技術報告集 の 重要性 も増 し て い る か と 思 えま す｡

ま た ､ 技術部と して も 実験 ･ 実習 工 場 - の 新 た な 工 作機 械 の 導入 に 伴 う F J T の 実施 ､

I S O 1 4 0 0 1 の 内部監 査 員 の 認 証 をは じめ と して ､
来 年度 ( 平成 2 0 年度) か ら実施 の 電 離放

射線 の 作業環境測定 に 向 けて 新た に 2 名 の 資格者 の 誕 生 な どが あ り ま した が ､ 今 後は 大 学

の 中期 目標 に 沿 っ た技術部 と して の 新 た な活 動方針 の 策 定等 が重 要と な る で し ょ う｡

最後 に ､ 特別 講演 を快く 引き 受 けて い た だき ま し た堀 内孝教授 ､ 他 大 学か ら発 表者 と し

て お越 し い た だき ま した名 古屋 工 業大学 の 貝 谷 邦夫 さ ん ､ 静 岡 大 学 の 増 田 健 二 さ ん ､ さ ら

に 生物資遡京学研 究科 ､
生 物資源学部お よ び ､

生 命科学研 究支援 セ ン タ
ー を含 め発 表 して い

た だき ま し た技術職員 の 方 々 に 対 し ､ 紙 面 をお 借り し て 厚く 御礼 申 し上 げま す｡

2 0 0 8 年 2 月 山本好弘

技術部研 修委員会 委員長 山 本好弘

副委員長 堀 田克則

委員 和藤 浩

委員 梅 田 直明

委員 中川 浩 希

委員 滞井秀樹

委員 中村昇 二

技術報告集 第 1 6 号

編集 ･ 発 行

住所

( 2 0 0 8 年 2 月 発 行)

三 重 大 学 工 学部 ･ 工 学研 究科技 術 部 研 修委員会

〒 5 1 4 -8 5 0 7 津市栗 真 町屋 町 1 5 7 7

三 重 大 学 工 学研 究科

0 5 9(2 3 1) 9 7 8 5

0 5 9(2 3 1)9 78 6

技術部 ホ
ー ム ペ ー ジ http :// w w w .t e c h . e n g . m i e - u . a c .i p/

- 7 2 -


